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③ごしかわり 

市
が
、
昭
和
六
十
一
年
か

ら
県
、
国
に
対
し
最
重
点
要

望
事
項
と
し
て
働
き
か
け
て

き
た
、
市
内
飯
詰
に
あ
る
青

森
職
業
訓
練
短
期
大
学
校

（
 

辻
茂
校
長
）
に
昭
和
六
十
三

年
度
か
ら
情
報
シ
ス
テ
ム
科
 

を
新
設
す
る
こ
と
が
決
定
し

六
月
一
一
士
百
、

雇
用
促
進

事
業
団
の
守
屋
孝
一
担
当
理

事
が
来
青
、
県
庁
に
お
い
て

北
村
知
事
、
森
田
市
長
、
辻

職
訓
短
大
校
長
の
立
ち
合
い

の
も
と
発
表
し
ま
し
た
。
 

青
森
 
職
 
業
 訓
 
練
 短
 
期
 
大
 
学
校
→
 

県庁で記者会見する森田市長（右から2人目）、北村知

事（中央）、守屋理耳I（左カ、ら2人目） 

情
報
％

ス
テ
ム
科
を
新
丸
 

青
森

職
業

訓
練

短
大
 

情
報
化

社
会

に
対
応
 

 

市 民 憲 章 （昭和59年10月1日制定〕 

 

⑨心身ともに健康で、明るい家庭をつくります。 

⑨自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつ＜ります。 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつ＜ります。 

＠文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつ＜ります。 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆ＜郷土をつ＜ります。 

わた＜したちの先人は、不麗示窟の五所”原 
魂をもつてあらゆる困難を克服レ新田を切り 

．開き、今日の活力に満ちた五所”原市を築き 
'：・ 上げましだ。 
【二 わた＜したちは、この伝統を継承し、広 
り. い視野に立つて西北津軽の人マと協調 
:． し、郷土の限りない発展を願って、こ 
・・ こに市民憲章を定めます。 
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毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。
 

同
校
（
の
情
報
シ
ス
テ
ム
科

設
置
に
つ
い
て
は
、
市
が
昭
和

六
十

一
年
か
ら
高
度
情
報
化
時

代
に
対
応
し
た
中
堅
技
術
者
養

成
の
た
め
県
、
国
に
対
し
て
最

重
点
要
望
事
項
と
し
て
働
き
か

け
て
き
た
も
の
で
、
こ
の
ほ
ど

設
置
が
正
式
に
決
定
し
た
も
の

で
す
。
 

こ
れ
に
伴
い
同
校
で
は
、
現

在
設
置
さ
れ
て
い
る
四
科

（
生

産
機
械
科
、
金
属
成
形
科
、
電

子
科
、
建
築
設
備
科
）
に
つ
い

て
、
総
合
的
に
科
目
の
見
直
し

を
図
り
、
昭
和
六
十
三
年
四
月

か
ら
は
機
械
シ
ス
テ
ム
科

（
電

子
機
械
専
攻
、
生
産
同
）
三
十
 
 

名
、
電
子
シ
ス
テ
ム
科

（
電
子

専
攻
）
二
十
名
、
情
報
シ
ス
テ

ム
科

（
情
報
処
理専
攻
、
電
気

通
信
同
）
ニ
十
名
、
制
御
シ
ス

テ
ム
科

（
自動
制
御
専
攻
、
建

築
空
調
設
備
同
）
二
十
名
の
四

科
計
九
十
名
を
募
集
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
 

今
回
の
朗
報
に
北
村
知
事
は
 

「人
づ
く
り
を
県
政
発
展
の
根

幹
と
し
て
い
る
本
県
に
と
っ
て

情
報
関
連
技
術
者
が
果
た
す
役

割
は
大
き
く
、
優
れ
た
人
材
が

輩
出
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
」
と
、又
、森
田
市
長
は
「
市

の
要
望
が
こ
ん
な
に
も
早
く
実

現
し
た
こ
と
は
何
よ
り
も
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り

企
業
誘
致
に
弾
み
が
つ
き
、
地

域
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
も
の

と
期
待
し
ま
す
」
と
そ
れ
ぞ
れ

感
謝
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
戸

同
校
に
情
報
シ
ス
テ
ム
科
が

新
設
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
今

後
、
高
度
情
報
化
社
会
の
技
術

面
を
担
う
中
堅
ェ
ン
ジ
ニ
ア
養

成
の
拠
点
に
な
る
も
の
と
関
係

者
か
ら
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
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半
島
振
興
法
に
基
づ
く
津
軽

半
島
振
興
計
画
を
協
議
す
る
関

係
市
町
村
長
会
識

（
「
市七
町

九
村
）
が
六
月
十
七
日
、
青
森

市
で
開
か
れ
津
軽
自
動
車
道
の

具
体
化
な
ど
道
路
網
の
整
備
や

産
業
、
観
光
振
興
策
を
中
心
に
 

し
た
計
画
案
を
基
本
的
に
了
承

し
ま
し
た
。
 

県
で
は
、
最
終
案
を
六
月
三

十
日
ま
で
に
国
土
庁
に
提
出
し
、
 

七
月
上
旬
の
承
認
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
 

広報ごしょがわら 	 （第642号）② 昭和62年（ 1987) 7 月 1日 

r かで安心して暮らせる 
活力ある地域ーブく り」を 

目指して 

会議で意見をi丞べる森田市長（中央） 

下
北
振
興
室
長
が
計
画
案
を
説

明
。
 

こ
の
後
、
計
画
案
に
対
す
る

意
見
と
し
て
森
田
市
長
は
「
半

島
縦
貫
自
動
車
道
と
企
業
誘
致

に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
津

軽
ダ
ム
の
建
設
構
想
を
計
画
案

に
盛
り
込
む
べ
き
で
あ
る
」
と

提
案
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
県
側
は
、
上
位

計
画
で
あ
る
四
全
総
試
案
と
の

斉
合
性
を
重
視
せ
ざ
る
を
得
な

い
、
ま
た
津
軽
ダ
ム
に
つ
い
て

は
新
た
な
水
資
源
の
確
保
を
図

る
と
い
う
こ
と
で
計
画
案
に
含

め
て
あ
る
と
回
答
し
、
会
議
を

終
了
し
ま
し
た
。
 

県
で
は
、
こ
の
会
議
で
の
提

案
を
踏
ま
え
一
部修
正
し
て
最

終
案
を
ま
と
め
、
七
月
上
旬
の

承
認
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
 

▽
津
軽
半
島
振
興
計
画
案
 

「豊
か
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
」
を

基
本
目
標
に
、
産
業
の
振
興
、
 

交
通
施
設
の
整
備
、
観
光
の
振

興
の
三
つ
を
重
点
施
策
に
掲
げ

て
い
ま
す
。
 

o

産
業
の
振
興
 

農
林
水
産
業
の
振
興
、新
規

企
業
の
立
地
促
進
、
水
資
源
の

確
保
と
な
っ
て
お
り
、
本
市
に

関
連
し
た
も
の
で
は
漆
川
工
業

団
地
の
造
成
、
工
業
用
水
道
の

整
備
促
進
、
医
療
・
教
育
・
情

報
・
文
化
な
ど
の
都
市
機
能
の

充
実
、
職
業
訓
練
短
期
大
学
校

の
整
備
充
実
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
 

o

交
通
施
設
の
整
備
 

高
速
交
通
機
関
へ
の
ア
ク
セ

ス
の
改
善
、
津
軽
自
動
車
道
の

構
想
の
具
体
化
、域
内
道
路
網

の
整
備
と
な
っ
て
お
り
、本
市

に
関
連
し
た
も
の
で
は
津
軽
自

動
車
道
の
構
想
の
具
体
化
、五

所
川
原
大
僑
及
び都
市
計
画
街

路
、
姥
勉
田
川
線
の
整
備
、
半

島
一
周
道
路
の
整
備
、
青
森
五

所
川
原
線
の
改
良
、
舗
装
な
ど

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

o

観
光
の
振
興
 

津
軽
風
土
観
光
の
新
展
開
、
 

青
函
観
光
圏
の
確
立
の
ほ
か
、
 

環
境
と
国
土
の
保
全
を
打
ち
出

し
て
い
ま
す
。
 

会
議
は
、
県
側
か
ら
北
村
知

事
、
山
内
、
岩
瀬
両
副
知
事
が
、
 

津
軽
半
島
側
か
ら
森
田
市
長
を

は
じ
め
関
係
十
七
市
町
村
長
が

出
席
し
て
行
わ
れ
、知
事
が
 
「
 

交
通
施
設
の
整
備
や
産
業
振
興

な
ど
を
軸
に
、
半
島
地
域
の
振

興
を
図
り
た
い
」
 
とあ
い
さ
つ

を
述
ぺ
ま
し
た
。
 ・

 

引
き
続
き
、
幸
林
清
栄
津
軽
 



●
 

●
 

鱗
「農
業
を守
れ
」
と
ー
 
鰯
市

公
害
対
策
審
議会
畑
翻翻
難鯨
織
 

ー
西

北
五
生
産
者
大会
鰯
 
ー
 
委

員
を

委
嘱
鰯
 

（第642号） 

り 

西
北
五
農
協
農
政
対
策
協
議

会

（三
浦
武
光
会
長
）
で
は
六

月
十
二
日
、
農
業
を
守
る
西
北

五
生
産
者
大
会
を
市
中
央
公
民

館
で
開
催
し
ま
し
た
。
 

午
後
一
時
か
ら
の
大
会に
は
、
 

森
田
市
長
を
は
じ
め
、
竹
内
、
 

木
村
両
代
議
士
、
県
議
会
議
員
、
 

関
係
町
村
長
、
西
北
五
地
区
三
 

ー
農
協
の
組
合
員
お
よ
び
青
年
 
 

部
、
婦
人
部
員
な
ど
六
百
五
十

人
が
出
席
。
 

大
会
で
は
、
井
上
善
造
副
会

長
が
「
要
求
の
実
現
を
目
指
し
、
 

一
致
団
結し
て
強
力
な
運
動
を

展
開
し
て
い
く
」
と
あ
い
さ
つ
。
 

引
き
統
い
て
、
 「要
求
米
価

二
・
六
」ハ
智ア
ッ
プ
、
 一
俵
（
 

六
十
ギ
ロ
）
 
一
万
八千
八
百
八

十
七
円
の
実
現
」
や
「
農
産
物
 
 

輸
入
自
由
化

・
枠
拡
大
阻
止
」
 

「冷
凍
り
ん
ご
輸
入
阻
止
」
な

ど
を
決
議
し
、
独
自
の
運
動
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
を
申
し合

わ
せ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
竹
内
、
木
村
両
代

議
士
に
続
い
て
森
田
市
長
が
 
「
 

西
北
五
地
方
の
経
済
を
支
え
る

基
幹
産
業
は
農
業
で
あ
り
、
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
農
業
を
営
み
、
 

豊
か
な
生
活
を
送
ら
れ
る
よ
う

努
力
い
た
し
ま
す
」
と
激
励
の

あ
と
、
大
会
宣
言
を
採
択
し
て

終
了
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
こ
の
大
会
に
先
立
ち

午
前
＋
一
時
か
ら
市
庁
舎
前
お

祭
り
広
場
で
、
西
北
五
農
協
青

年
部

（
片
山英
幸
会
長
）
と
同

婦
人
部
協
議
会

（
長
谷川
蓉
子

会
長
）
主
催
の
農
業
を
守
る
総

決
起
大
会
が
開
か
れ
、
約
三
百

一
一
十
人が
参
加
。
 

集
会
の
後
、
参
加
者
は
本
町

か
ら
鎌
谷
町
を
通
り
市
中
央
公

民
館
ま
で
パ
レ
ー
ド
し
、
市
民

に
農
業
の
大
切
さ
と
米
価
要
求

へ
の
理
解
を呼
び
か
け
ま
し
た
。
 

市
で
は
六
月
八
日
、
市
長
公

室
で
公
害
対
策
審
議
会
委
員
＋

五
人
の
委
嘱
状
交
付
式
及
び
組

織
会
を
行
い
ま
し
た
。
 

交
付
式
に
は
、
森
田
市
長
を

は
じ
め
二
十
人
が
出
席
。
 

公
害
対
策
審
議
会
委
員
は
、
 

市
長
の
諮
間
に
応
じ
、
公
害
対

策
に
関
す
る
基
本
的
事
項
の
調

査
及
び
審
議
を
行
う
も
の
で
す
。
 

交
付
式
で
は
、
森
田
市
長
が
 

「五
万
市
民
が
健
康
で
快
適
な
 
 

生
活
を
過
ご
せ
る
よ
う
皆
さ
ん
 

Q

」協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
 

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
組
織
会
を
開
催

し
、
役
員
を
決
め
ま
し
た
。
 

今
回
、
市
が
委
嘱
し
た
方
々

は
次
の
と
お
り
で
、
任
期
は
一
一
 

年
で
す
。
 

（
敬
称略
）
 

＠
会
長
 
前
田
清
勝

（
市
議
会

議
員
ー
民
生
常
任
委
貝
長
）
 

⑥
副
会
長
 
中
谷
惣
四
郎

（
五

所
川
原
市
農
協
組
合
長
）
 
 

⑥
委
員
 

o

・
川
村
礼一
郎
（
北五
医
師
会

長
）
 

o

三
上
元
康
（
東
奥
日
報
社
五

所
川
原
支
局
長
）
 

o

平
山
誠
敏
（
五
所
川
原
市
社

会
福
祉
協
議
会
長
）
 

0
桜
庭
贋
次

（
五
所川
原
保
健

所
長
）
 

〇
藤
田
純
一
 （
北
地
方農
林
事

務
所
長
）
 

0
村
上
純
一
 （
五
所川
原
商
工

会
議
所
会
頭
）
 

o

気
田
勝
治
（
町
内
会連
合
会

長
）
 り
 

o

小
笠
原
せ
い

（
保護
司
）
 

o

成
田
実

（
五
所川
原
市
建
設

業
組
合
長
）
 

o

貴
田
孝
悦

（
五
所川
原
料
理

飲
食
業
環
境
衛
生
同
業
組
合

理
事
長
）
 

o

一
戸
光
夫

（
県
公衆
浴
場
環

境
衛
生
同
業
組
合
理
事
）
 

o

敦
賀
秀
弘
（
県石
油
商
業
組

合
西
北
五
支
部
長
）
 

o

松
木
伸
一

（
県
美容
業
環
境

衛
生
同
業
組
合
北
五
支
部
長
）
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要求米価実現を訴えて行われたバレード 

委 嘱 状 交 付 式 



（第642号）④ 広報ごしょがわら 

市
保
健
セ
ン

タ
ー
で
六
月
六

日
、「歯
の
健
康

診
断
室
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
県

歯
科
医
師
会
北

五
支
部
会
が
市

と
市
民
保
健
協

議
会
の
後
援
で
、
 

歯
の
衛
生
週
間
 

ピテ」オで、正しい歯の磨き方を
習う幼拝佳臣1児たち 

講演する辻校長 

昭和α年定北辰大学開講式 
ま
し
た
。
 

『
ー
 
ー
 

籍
姫
背
昏高
穿
 

,
 
,
J
 

，
 
【

‘
 

『
 

 
‘
 

. ．
 
丁
 
＋
ー
、
、
音
「

5
 ~‘

コ
 

・
・
“
、

？

」
 

・
 

生
き
が
い
の
あ
る
創
造
ロ
，
伯
し
て
 

ー
北

辰
 
大
 学
開
講
ー
 

ク
歯

の
健

b
吟
断
室

4開
か
れ

る
 

・

！
ー

県
歯
科
医
師
会
北
五
支
部
会
ー
 

百学球
八校の 

ノ、、藤 
山田収入役（左）に優勝を伝える久米田 ー安五 

主将（左から2人目）、清水教頭（左から 0) ふ思i 
一 . 一、 	.一 」 一、ー，ー ノー』ー L． 、 ‘, ‘ にコ、 ,ー ；EJ V( 'I~ 
3入、日’、 長V」ュ巷チ、イコ刀、つ J八ヒ」ノ、」一 球 長 1;?: 
藤監督（右から 2人目）、須藤校長（右） 部生東 

が i定 F寺
参数等 

お
奴
示
り
広
場
の
草
刈
り
奉
仕
 

健
康
で
文
化
的
な
よ
り
良
い

生
活
を
求
め
つ
つ
積
極
的
に
「
 

生
き
が
い
の
あ
る
創
造
」
を

ー
 

と
六
月
十
一
日
、市
民
文
化
会

館
で
「
昭
和
六
十
二
年
度
北
辰

大
学
」
の
開
講
式
が
行
わ
れ
、
 

本
年
度
の
学
習
が
ス
タ
ー
ト
し
 

開
講
式
に
は
、
高
橋
教
育
長

を
は
じ
め
来
賓
、
学
生
な
ど
約

百
九
十
名
が
出
席
。
 

高
橋
教
育
長
が
「
健
康
に
気

を
つ
け
て
こ
の
一
年
間を
有
意

義
に
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
」
と

式
辞
。
 

引
き
続
き
、
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
葛
西
会
長
が
「
大
学

で
学
ん
だ
こ
と
を
人
の
た
め
、
 

世
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ

る
よ
う
期
待
し
ま
す
」
と
お
祝

い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
 

同
大
学
は
、
六
十
歳
以
上
の

男
女
を
対
象
に
、
市
教
育
委
貝

会
が
昭
和
四
＋
八
年
度
か
ら
開

講
し
て
い
る
も
の
で
今
年
度
で

十
五
回
月
。
 

五
所
川
原
生
活
学
校

（
前田

つ
な
委
員
長
・
会員
五
十
四
人
）
 

で
は
六
月
八
日
、
小
雨
が
降
る

中
市
庁
舎
前
お
祭
り
広
場
の
草

刈
奉
仕
を
し
、
市
民
か
ら
喜
ば

れ
ま
し
た
。
 

同
生
活
学
校
は
、
日
常
生
活

面
で
の
い
ろ
い
ろ
な
問
題
な
ど

に
つ
い
て
学
習
を
続
け
て
い
る
 

受
講
期
限
は
三
年
次
をも
「
 

て
卒
業
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
 

卒
業
後
も
聴
講
生
と
し
て
受
講

で
き
る
こ
と
か
ら
、現
在
学
生

の
最
高
齢
者
は
八
十
五
歳
で
す
。
 

学
生
の
皆
さ
ん
は
今
後
、
 「
 

健
康
」
 
「歴
史
」
 
「文
化
」
 
「
 

時
事
」
 
「趣
味
」
な
ど
幅
広
い

内
容
を
十
回
に
わ
た
っ
て
、
来

年
三
月
ま
で
学
習
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
日
は
開
講
式
の
あ
と
、
 

講
師
に
辻
茂
青
森職
業
訓
練
短

期
大
学
校
長
を
迎
え
「
情
報
文

化
時
代
と
高
齢
者
」
を
テ
ー
マ

に
第
一
回
目
の
講
座
を
行
い
、
 

学
生
の
皆
さ
ん
は
熱
心
に
聞
き

人
っ
て
い
ま
し
た
。
 

グ
ル
ー
プ
で
す
。
 

こ
の
日
は
、
日
頃
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
恩
返
し
と
生
活
学

校
を
市
民
に
知
っ
て
欲
し
い
・
」
 

と
か
ら
行
っ
た
も
の
で
す
。
 

同
生
活
学
校
で
は
、
新
会
員

を
募
集
中
で
す
。
詳
し
い
こ
と

は
市
中
央
公
民
館

（”
⑩
六
〇

五
六
番
）
（
ど
う
ぞ
。
 

（
六月
四
日
ー
十
日
）
に
ち
な

み
開
催
し
た
も
の
で
す
。
 

こ
の
日
は
、
歯
科
医
師
に
よ

る
無
料
診
断
や
図
画
、
ポ
ス
タ
 

ー
の
展
示
、
ビ
デ
オ
を
使
っ
て
 

「歯
と
健
康
の
関
係
」
 
や
 
「
正

し
い
歯
の
磨
き
方
」
の
指
導
な

ど
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
、
幼

稚
園
児
も
多
数
つ
め
か
け
終
日

賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
 

加
二
十
校
の
中
で
み
ご
と
優
勝

を
果
し
ま
し
た
。
 

同
校
で
は
同
月
十
六
日
、
須

藤
校
長
、済

水
武
文
教
頭
、
工

藤
浩
史
監
督
、
久
米
田
正
主
将

ら
が
優
勝
旗
な
ど
を
持
っ
て
市

役
所
を
訪
れ
、
山
田
収
入
役
に

優
勝
を
伝
え
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
山
田
収
入
役
は
 

「皆
さ
ん
大
変
お
め
で
と
う
。
 

今
後
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
活躍

を
期
待
し
ま
す
」
と
称
え
ま
し

た
。
 虚

爾
“
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去
る
六
月
十
二
日
か
ら
十
六

日
ま
で
青
森
市
を
中
心
に
開
か

れ
た
 
「高
校
総
体
」
 
の
軟式
野
 

草刈りをする生活学校の

みなさん 

生
活
学
校

の
み
な

さ
ん
 

古
同校
総

体
で

優
勝
 

ー
五
東

高
野
 
球
部
ー
 

，

‘
 



〇
投
票

所
 
●
 

第三選挙区 第二選挙区 第 ― 選 挙 区 選挙区 

前
田
野
日
分
館

中
央
公
民
館
 

セ高 
ン野 
タ文 
~化 

原ノ、 

ウ 

子ス 

コ梅 

セ 
ン沢 

栄
小
学
校
 

第
三
中
学
校

五
所

川
原
 

小沖 

学飯 

校詰 

中コ 

セ 
川ン 

文市 

化民 
ム n 
館 

投

票
所
 

前
田
野
目
 

高
野
．
持
子
沢
 

原
子
、
羽
野
木
沢
、俵
元
 

梅
田
、
中
泉
 

姥
蒐
、
稲
実
、
湊
、
千
鳥
町
 

七
ッ
舘
、
広
田
、
み
ど
リ
町

（
一

丁
目
ー
八
丁
目
）
梅
田

（
一
部）
 
 

沖
飯
詰
、
桜
田
 

田川
 
長
橋
（
広野
．
藤
島
）川
山
、
種
井
，
 
 

宮
（岡
田
、
松
元
）
蘇
鉄
．小
曲

一
ッ
谷
、下
リ
技
，
弥
生
町
、
柳

丁
目
全
域
、
新
宮
町
．
芭
蕉
，
新

敷
島
町
，
柏
原
町
、
末
広
町
，
錦

町
．
雄
田
（
さ
っき
町
、
東
雲
町
）
 
 

長
僑
字
僑
元
、
若
葉
一
丁
目ー
三

幾
世
森
，
中
平
井
町
、
上
平
井
町

栄
町
．
八
重
菊
．
田
町
、
新
町
、
 
 

元
町
、
運
沼
．
不
魚
住
．
東
町
，
 
 

町
．
大
町
．
幾
島
町
、
下
平
井
町
，
 
 

旭
町
、
川
端
町
、
島
森
，
鎌
谷
町
．
 
 

布
屋
町
、
寺
町
、
岩
木
町
、
本
町
，
 
 

あ 

な 
た 
の 

住 

所 

第 七 選 挙 区 第 六選挙 区 第五翼 雪挙区 第四選挙区 選挙区 

小 

学 校 
一 野 坪 

松コ 

セ 
島ン 

松
島
会

館
 

浦

川小

学校 

ニ
コ
 セ
 好

ン
 

中
央
公
民
館

高
瀬

分
館
 

毘沙

門・長 

富コ

ミセン 

飯
コ
 セ
 詰

ン
 

小
松
 学
野
 校
木
 

長コ 

セ 
僑ン 

投票

所 

無七漆一 
、,Iリ野 

挑ー一坪 
崎三十一 
ー」“F婦 
番町畑 
地二、 
ー漆中 
太川村 
刀字、 
打鍋前 
一懸適 
尻七ーノ 

部
、
 一
野
坪
の
一
部
）
 
 

吹
畑
、
米
田
、
石
岡
，
漆
川
、
唐

馬
性
（
米
田
の
一
部
、漆
川
の
一

笠
柳
、
水
野
尾
、
金
山

（
悪戸
、
 
 

田
中
，野
崎
，
川
代
田
、宮
田
）
 
 

部）  
調布

（石岡

の

一部．

吹

畑の
一 

松

島町一丁目

、八丁目、

田園 

藻
川
 

鶴
ケ
岡

（
福
井）
高
瀬
の
一
部
 

高
瀬
 

毘
沙
門
．
長
富
 

飯
詰
、
下
岩
崎
 

戸
沢
（
石
田
坂
．平
町
）
 
 

松
野
木
（
大開
、
福
岡
、
若
山
）
 
 

上
ー
 
 
野
里
、
神
山
，
福
山
、
豊
成
、
浅
 

あ
を

た

の
住
所
 

〇
開
 
票
所
 

第
四
選
挙
区
 

第
三
選
挙
区
 

第
ニ
選
挙
区
 

第

一
選
挙
区
 

選
挙
区
 

コ
ミ
セ
ン
長
橋
  

（
ウ
ス
原
子
 

五
所
川
原
第
三
中
学
校
 

市
民
文
化
会
館
 

選
 
挙
 
会
 
場
 

第
七
選
挙
区
 

第
六
選
挙
区
 

第
五
選
挙
区
 

選
挙
区
 

コ
ミ
セ
ン
松
島
 

コ
ミ
セ
ン
三
好
 

コ
ミ
セ
ン
飯
詰
 

選
 
挙
 
会
 
場
 

※
会
場
の
都
合
に
よ
り
、
参
観
人
の
入
場
を
制
限
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
 

農
業
委員
会委
員
，般
選挙
 

昭
和
六
十
ニ
年
七
月
十
四
日

任
期
満
了
に
よ
る
、
五
所
川
原

市
農
業
委
員
会
委
員

一
般
選
挙

が
、
次
の
要
領
で
行
わ
れ
ま
す
。
 

▽
告
示
日
 

昭
和
六
十
二
年
七
月
五
日

▽
選
挙
期
日
 

昭
和
六
十
二
年
七
月
士

百

▽
投
票
で
き
る
人
 

市
内
に
住
所
を
有
し
、
満
一
一

十
歳
以
上
の
人
で
、
十
ア
ー
ル

以
上
の
農
地
を
耕
作
し
、
年
間

六
十
日
以
上
耕
作
に
従
事

（
同

居
の
親
族
も
）
し
て
お
り
、
昭

和
六
十
ニ
年

一
月
一
日
現
在
の

申
請
に
基
づ
い
て
、
昭
和
六
十

二
年
三
月
三
十

一
日
に
確
定
し

た
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
て

い
る
人
。
 

▽
不
在
者
投
票
に
つ
い
て
 

m
 
該
当
者
 

投
票
当
日
に
出
張
、
旅

行
、
出
稼
、
入
院
、
出
産

子
定
等
や
む
を
得
な
い
事

情
で
不
在
に
な
る
人

（
印

鑑
必
要
）
 

②
 
期
問
 

昭
和
六
十
ニ
年
七
月
五

日
 
百
）

か
ら
昭
和
六
十
 

告
示
 
7
月
5
日
 

ニ
年
七
月
十

一
日
ま
で

⑧
 
時
間
 

期
間
中
毎
日
午
前
八
時

三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま

で
（
土
・
日
曜
日
も
同
じ
）
 

④
 
場
所
 

五
所
川
原
市
役
所
四
階

選
挙
管
理
委
員
会
 

な
お
、
七
月
五
日
以
前
に
出

張
や
出
稼
等
で
市
外
に
出
る
人
 

（
出
て
いる
人
）
は
、
不
在
者

投
票
用
紙
等
を
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。
 

▽
郵
便
（
在
宅
）
投
票
に
つ
い

て
 

m
 
該
当
者
 

選
挙
人
で
あ
っ
て
、
身

体
障
害
者
手
帳
及
び
戦
傷

病
者
手
帳
を
も
っ
て
い
る

人
で
、
身
体
に
重
度
の
障

害
が
あ
る
人

（
詳
しく
は

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
）
 

②
 
期
間
 

昭
和
六
十
ニ
年
七
月
八

日
ま
で
に
不
在
者
投
票
用

紙
等
を
請
求
し
て
く
だ
さ
 

い
。
 

・

投
票

1
2日
 

※
注
意
 

郵
便

（
在宅
）
投
票
を
請
求

す
る
場
合
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
の
発
行
す
る
「
郵
便
投
票
証

明
書
」
が
必
要
で
す
。
 

な
お
、
証
明
書
の
有
効
期
間

は
、
交
付
の
日
か
ら
四
ケ
年
で

す
か
ら
、
有
効
期
限
の
切
れ
る

人
は
更
新
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
 

▽
投
票
所
等
に
つ
い
て
 

農
業
委
員
選
挙
の
選
挙
区
は

従
来
の
一
般
選
挙
と
ち
が
い
、
 

五
所
川
原
小
学
校
、
南
小
学
校
、
 

森
の
家
で
投
票
さ
れ
た
人
は
投

票
所
が
変
り
ま
す
か
ら
、
注
意

し
て
次
の
表
で
確
か
め
て
く
だ

さ
い
。
 

▽
投
票
時
間
 

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま

で
 

▽
選
挙
会
（
開
票）
に
つ
い
て
 

m
 日時
 

昭
和
六
十
二
年
七
月
ト

一
百

午
後
七
時
三
十
分
か
 

・

り
 

②
 
場
所
 

つ
ぎ
の
表
の
と
お
り
で
 

す
。
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広報ごしょがわら 

母子家庭等の児童に 

医療費が給付されます 
市では、母子家庭等の経l斉的負担を軽i成する 

ため、児童の医療費の自己負担分を」］力成してし、 

ます。 

ン給付一対象者 

①母子及び寡婦福祉法に定める配偶者のない女 

子が扶養する義務教育終了前の児童 

②父母のない義務教育終了前の児童 

ン申請手続 

新しく申請する方は、健康保険証と印鑑を 

持参してくノごさい。 

受給継統している方は、 7 月中に更新の手 

続きが‘必要です。 

印鑑、母子家庭等受給資格証、健J束保険証 

を持参してくた’さい。 

ンお問い合わせ先 

市福祉事務所児童係（廿G)2 1 1 1番内線 

24 3 番）へどうぞ。 

乳児院 
入院のお知らせ 

乳児院では、 0 歳から 2 歳未満の乳児を次の

理由により養育が困難な場合、入院させて保育

いたします。 

ン入院に該当する乳児 

(1）父母や家の人が病気で働けず（又は死1亡二）養

育に困難な子（2）お母さんの出産時、又は出産

後保育に困難な子。(3）父母の離婚のため、養

育に困難な子。(4）家庭の事情で、乳児を育て

るのに環境の悪い場合、又は身よりのないイ・

等。(5）事情によっては、短期入I折することが

できます。 

詳しくは、市福祉事務戸斤児童係（費O 2 1 1 

1番内線 24 3 番）又はつ‘了み乳児院（廿国)2 
5 5 5 番）へどうぞ。 

7月社会を明るくする運動 

坊ごう非行 
助けよう立ち直り 

五所川原市。社会を明るく

する運動実施委員 

豊かな老後のために 

―農業者年金ー 
農業者年金は、国の法律で約束された安全な 

年金です。 

早く加入すると年金額が多く なります。 

レ加入できる資格は 

0当然加入（必ず加入しなければならない方） 

国民年金に加入しており、 自分名義の経営農 

地面積（借入地を含む）が50アール以上の農業 

経営主は必ず加入しなければなりません。 

0任意加入（希望によって加入できる方） 

国民年金に加入しており、次ク×D、（②）、（③）に 

該当する方は希望によって加入できます。 

の自分名義の経営・農地i節積（借入地を含む）. 

30アール」iよ上50アール米満の展業経営主 

②50アール」iLヒの農業経営主の後継者 	 、 

③農業生産法人の構成員 

中途月見退の場合は、脱退一時金、死亡した時

は、死亡一時金が支給されます。一（保険料 3 年 

以上納入済に限る） 	 、 

しいずれも、保険料4内イ寸i斉期間が20年以上でな

いと受給できませんので、早めに加入すること、t 
が必要て吋ー。 

農業者年金は長期的に安定した年令てHー一 I、I 

必ず加入しましょう。 	 y 
詳しいことは、市農業委員会（か⑩ 2 1 1 1 ' 

番内線 2 2 9 番）または農業協同組合へどうぞ。 

納期内完納は 

納麟諮恕頭葉● 
税金を決めらlLた納」U井艮まて了に先誹内したし、と

思うのは、だれでも同じでーしょ うが、一度にま

とまったお金を用意するのは大変なことです。 

ふだんから納税のため計画的に貯蓄をしてお

く ことが必要です。 

しカ・し、そう‘よいっても一人て叫よなかなか思

いどおリにいかないものです。 そこで、市内税の

ためのIril蓄をしようという人達が集まってつく

ったのが納税貯蓄組合です。 （現在1 8 0 組合

が組．紬主されーてし、る） 

納税貯蓄ま且合に加入するには、希望する納税

田者謙Ii合に加入届を提出することが‘必要です。 

J川入のこ才目談は、地区（7嚇内税I件蓄組合又は市

収納課（合電ら>2 1 1 1番内線 3 2 2 番）へどう

ぞ。 
会
 

, 



	ノ 

なつかしの五所川原 

写 真 展 
ノ  

ン期間 7 月 7 日 （火）カュら 9 月 2 0 日 （日） 

まて→ 

ン場所 市歴史民俗資料館 

ン展示内容 昭和 3 0年前後の市内の風景、メ、 

物などの写真を展示 

ン入館半斗 一般 2 0 0円、高・大学生 1 00P] 

ノ」、・中学生 5 01月 (20人以 Lは団体割引が 

あります「） 

ン開館時間 午前 9時から午後 4 時まで’ 

ン休館日 月曜 II 、 祝日の翌 11 

⑦昭和62年（1987年）7月1日 
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市消費生活モニター調査結果 

市では、市民生I舌に関連性の高い」物資などの

価格の動向を把握するため、 5 人（7）消費生活モ

ニターを委嘱して毎月市独自に品目を設定し調

査を行っています。 

この 5 人の調.1生結果の平必］を 3 ケ月ごとに公

表しますので買物1などの参考にしてください。 

品 	名 規 	格 4 月 5 月 6 月 

洗濯用洗剤 380cc l本 n
ノ
」
 

F2
 
l
 

 に
J
  

25 
月

、
、
 
 

n乙
 

F
6
  

4
'
 

 

化粧石けん 85 gl箱 132 132 88 

シャンプー 220M I l本 266 266 266 

鶏肉 もも肉 b0og 87 106 92 

ノ、ム 
プレスハムJ AS 
上級 b0og 

208 208 258 

ウインナー 
ソーセージ 

b0og 109 107 108 

まぐろ 刺身用 b0og 239 255 299 

いカ・ 
するめいか 

100 g 
217 284 215 

たこ まだこ b0Og 136 154 145 

ほっけ b0Og 105 64 47 

ほうれん草 b0o・g 94 79 49 

ねぎ b0og 65 48 65 

馬鈴しよ 1kg 198 240 341 

にんじん 1kg 169 173 180 

干し椎たけ lOOg 687 555 855 

味そ 2kg 1袋 506 506 526 

マョネーズ ポリ入ギューピー 
300 g l本 

217 217 217 

煮干し いわし 100 g 181 181 163 

塩ます 切身 b0og 150 145 150 

たらこ 並 100 g 267 265 255 

干しのリ 1ちよう黒のり 414 414 494 

わかめ 塩b0og 43 41 95 

干しうどん 250g 101 102 92 

糸こんにゃく b0Og 80 76 87 

焼ちくわ 100 g 69 72 74 

鶏卵 1kg 227 223 180 

ガソリン レギュラ一l 	I N N 121 
ガソリン ノ、イオク夕ノ1 	「 N N 135 

1列年人気をロ乎ぷウォーターボブスレー 

市の東部に位置し、岩木山と津軽平野がー 

でき、緑豊かで景観にすぐれた狼野長根公園

国道 1 0 1号沿い）の一角に勤労者野外活動施

設があります。 

匿］施設には、センターハウス（会議室、食堂

シャワー室、事務室） と屋外施設として人工ス

キー場、 クロッケゴルフ場、 ゲートボール場、 

アーチェリー場、 ウォーターポプスレーなど話

題のファ ミ リースポーツ施設があり、子供から

お年寄りまで楽しむことができます。 

家族で自然に親しみながらスポーツをお楽し

みくノごさい。 

ン利用のご案内 

0休館日 毎週月曜日、祝祭日の翌日、12月29 

日から翌年1月 3 日まで 

くつ利用時間 午前 9時30分から午後 4 時まで一 

0用具の利用 備えつけの用具を利用する場合

は事務室に利用判一を市内めてから貸し出しを受

けてください。 

0お問い合わせ先 詳しいことは、センターノ、~ 

ウス」軒務室（合（昌)3 6 3 1番）へどうぞ。 

'i 

●” 



交通災害共済 

年額 350円 
一家族そろつて加入しましよう― 

概ニ“ "‘にここ“一，‘ " L 
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「核兵器廃絶平和都市宣言記念」 

市民平和のつどい 
ン日時 7 月 1 2 日（日）どF前'in寺カュら午後 4“寺‘ 

レ場所 ろ良野長市艮公園（雨天の場合は市中央公 

民館） 	 ' 

レ行事内容 （Dオープニングー登山ばやし、宣

言文朗読、（②）郷土芸能ー獅子舞、津軽民言雷、 

民謡舞踊、（③）楽器演奏ーロック、吹奏楽、 

④展示ー広島原爆写真展 

）主催 「核兵器廃絶平和都市宣言記念」 市民

平和のつどしいJミ行委員会 

交通事故のご相談は 

お気軽にどうぞ 

無料でご相談に応じています 
'F前 9 時30分～午後 4 時40分（平日） 

土曜日は正午まで（第 2 、第 3 土曜日は休み 

ます） 

⑨専門の相談員が親身になってこ才目談に応じ 

じます 

⑥弁護士相談日：毎月第 4 水曜 午後1時一 

4β寺 

社団法人 日本損害保険協会 

青森自動車保険請求相談センター 

青森市中央一丁目23-5 

LI)］治生命青森中央ビル 5 階（市役所東寄り lOOm 

f立） 

青森調査事務所内 

"0 1 77(Dl o25 （直通）⑩4 3 9 1 

電話のこ才目談もお受けします。 

「サマージャンボ宝くじ 
（別称市町村振興 

宝くじ）の発売」 
7 月中旬からサマージャンポ宝く じの予約申

し込みが開始されます。 

この宝く じの」I又益金は市町村の災害対策と日月

るく住みよい街づく り等に使われます。 

申し込み方法等詳しいことは、 7 月 1 5 日 （ 

水）の新聞（朝刊）紙上に発表されき了。 

力ーブミラーの補修について 

市て叫よ、交通安全施設等整備事業の一環とし

て各地域にカープミラーを設置していますが、 

卓の接触」くコ悪質ないたずらなどで破I員、倒壊が

目立ってきています。 

これらについては、ノぐトロールによる発見の

ほか地域の方々から通報をいただいて補修して

いますが、その際簡単に連絡できるようにカー餌

プミラーの裏側に番号を表示してありますので、 

その番号をお知らせください。 	 伽 
ン運絡先 市都市建設課道路維持係（”国2 1 

1 1番内新t 2 2 7 番）へどうぞ。 

砂利採取業務主任者試験● 

）日時 7 月 3 1日（金）午前10時から正午まで

レ場所 県職員会館 「八甲荘」（青森市） 

＞受験願：書受付期間 7 月 1 日から 7 月 20 日 

（郵送の場合は 7 月 2 0 日の消印のあるもの

有効） 

試験科目など詳しくは、県鉱政保安課（合 0 
1 7 7② 1 1 1 1番内線 4 1 8 6 番）へどうぞ 

第12回 

八甲田山の自然を見る会 
―五所川原山の会ー 

山の好きな人、山に登りたい人、お気軽に参 

加を．乙~ 

ン期日 7 月 1 9 日 （日） 

＞会費 一般 2, 800P 、小学生 2, 000R（申込 

みと同時にお願いします） 	 . 

＞集合場所 市民文化会館 	 ’ 

＞発着時間 出発 午前 6 時15分、帰着 午後 

6 時30分 

）その他 小雨決行 

コース、服装、持ち物など詳しくは、高僑誠 

ー郎さん（か⑩ 3 7 3 7 番 市内種井）へお間

し、合わせください。 

I 
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正調ねぶた難子藩》I 「虫と火まつり」昌演 

講 Ij-'ifi 誤敵あすなろ大太鼓打ち手募集 

昨年のねぷた唯子信黄習会 

ン日日寺 7 月 1 3 日から 1 6 日午後 7 日寺～ 9 時

＞場所 産経会館 

＞その他 初心者には笛を準備しています。 ま

た難子のカセットテープも団体用として貸出

しいたします。 

観音林遺跡発掘調査 
一般参加者募集 

市教育委員会て叫よ、今年度も観音林遺跡の発 

掘調査を実施することになり、一般参加者を募 

集します。 

N募集人員 3 0 名（先着順、無1斗奉付二） 

N持参するもの 移植ベラ、昼食。 

レ集合場所 現地集合（松野木） 

レ期間 7 月 2 2 日から 3 1 日まで 

ン発掘時間 午前 9 時から午後 4 時まて‘ 

ンイ木業日 日曜日及びi羽天日 

Nそのイ也 （1）参加できる日をお知らせください。 

(2）小・中学生は教師または保護者の引率が必 

要です。 

＞申し込み先 7 月 1 8 日 （土） までに、市教 

育委員会社会教育課（ff⑩ 2 1 1 1番内線 2 

5 0 番）へ。 

あなたも謡曲を 
やってみませんカ 、 

二fiJ折川房むトIrI 会では、創立 7 0 周年を記念し 

会員を募集しています。 

初心者大歓迎です。 

ン練習日 ii，週火曜日午後 7 時から ’9β寺まで・ 

N練習場所 市中央公民館 

ン連絡先 費くIう>4 8 1 4 （下平井町 小田桐さ 

ん）まてン 

まつりを盛り上げるあすなろ大太鼓 

N募集人員 若干名（男女を問わず健り康な方） 

N練習日 7 月 29 日から 3 1 日まで（午後． 
時から 7 時まで）図書館前の太鼓格納庫 

）出演日 8 月 5 日と 7 日の 2 日間（午前 8 時 

30分から午後 3 時まで） 

）申し込み締切 7 月 20 日 

ンその他 全日程に出演できる方に限ります。 

お申し込みは市商工観光課（"G)2 1 1 1番 

内線 25 9 番）へどうぞ。 

県花だんコンクール参加募集 
ン対象 

〇職場一会社、工場、病院、駅、官公庁、社会 

教育施設、福祉施設（老人ホーム、保育園、 

精薄・身障者施設等） 

0学校ー小・中学校、高等学校、大学、幼稚園 

専門学校等 

0地」或一部落会、町内会、 自治会、青年団、モー 

供会、 老人クラプ、婦人会 	． 

N参加申込受付一期間 

7 月 1 日～ 7 月 3 0 日 

N申し込み方法 

i折定の申し込み書で市を経由して申し込む。 

N問い合わせ先 

詳しいことは、市管理課（か国〉2 1 1 1 番内 

糾13 2 5 番）へどうぞ。 

たはこは、市内から買って，ノ 

あなたが市内でたばこをお買

いう］之めになりますと、たばこ1肖

費税が市の収入（たとえばマイ

ルドセフ叱'1箱につき41円40銭） 

になリます。 

I 
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新受入図書 
市立図書館 

1I 	名 著者名 ,I下 	 名 著者 名 

昭和日常生活史 加藤 秀俊 男の肖像 塩野 七生 

世界の国立公園 講 談 社 砂の界へ 岸 	恵子 

もの言えぬ時代 黒田 秀俊 旅の断章 中村 光夫 

ヒロシマ爆心地 x
 

H
  
K
広
 
島
 
局
 

私自身のための優し
い回想 

フランソワー一
ズ・サガン 

廃炉に向けて 綿貫 礼子 見知らぬ戦場 長部日出雄 

家庭の法律百科 福島 普徳 スサノオ自伝 芦原すなお 

日本の検察 久保 博司 カデイスの赤い星 逢坂 	剛 

fどもとコンピュー 
タ― 大隅 紀和 九十にして惑う 谷川 徹三 

若者たちは学びたが
っている 松井 幹夫 人の情けの盃を 山川 静夫 

現代の自然農法 来米 速水 マッハの恐怖 柳田 邦男 

夏のスケッチプック 伊藤 	耕 東欧の文学 恒 文 社 

ヒトはなぜ子育てが
下手か 戸川 幸夫I アジアにかかる虹 スへ

 
ミ

一
 

7マ
 
ト

サ
 
●

・
ト
 

ン
  

ソフト新時代 那野 比古 水中眼鏡の女 逢坂 	剛 

虫の知らせの科学 イアン・ステ
イーヴンソン アロ一ン・アゲイン 落合 恵子 

南ヴエトナム戦争従 
1It記 岡村 昭彦 外郎の家 福田百合子 

一
 
・
ノ
 

藤放
 
原

談
 
弘
 
違
 
の
 
グ
 

藤原 弘達 男三昧・女三昧 森 	瑞子 

市民の生活と警察 自由法曹団 読むクスリ 上前淳ー郎 

三浦朱門
r 育rj想」 三浦 朱門 人間関係 山田 智彦 

熟畑の世界 楢崎 宗重 永海からの生還 長尾 三郎 

「愛の献血」お願いします 
期 	日 時 場 	 所 

7 月22日 

（水） 

午前10時から 

正午まで 

市役所前 

お祭リ広場 

午後1時30分から 

4 時まで 
西北中央病院前 

狂犬病予防注射と 
登録の追加実施について 

N犬の登録は年 1回です。 

⑨飼い主の皆さんへ 

(1 ) Q)(2)* 	誌誌二｝3 万円以下の1' 

※放し飼いは堰F故のもとです。 他人に迷惑をヲて

けますから絶対にしないでください。 

詳しいことは、市衛生課予防衛生係 ("G>2 

1 1 1番内紡12 7 2 番）へお問い合わせくプご

さし、。 

レ日日寺 7 月 1 1 日～ 1 2 日 午前10時～午後 

5II寺 

ン場所 」五j折川原保健‘りi・ 

犬の注射・登録手数料表 

区 分 金 	 額 

注 射 手 数 1ミ斗 2.700円 

登 録 米斗 2.lOOR 

言十 4.8 OOR 

みんなの健康教室 ’ 
レ日 時 7 月 24 日（金）午後 1時 

レ場 所 市保健センター 

レ講 師 佐藤 仁先生 

（佐藤仁外科胃腸科医院注乏） 

ンテーマ 「頭部外傷」 

主 催 北五医師会・市民保健協議会 

みんなの健康教室テレフォン

サービス実施中 

容⑩O31 1番 


